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�当研究室では細胞の若返り機構について研究しています。 �� 

生物体を構成する細胞のほとんどは、時間とともに老化しやがて死んでしまいます。そ

れでも生物が絶滅しないのは、死なない細胞、あるいは死ににくい細胞が存在するから

です。たとえば生殖細胞は世代を超えて生き残ります。このおかげで親から子へ命のバ

トンタッチができるわけです。 

新しい細胞を作り出す幹細胞も、個体が生きている限り生き続ける長生き細胞です。そ

のため多くの細胞が老化やケガで死んでしまっても、次から次へと新しい細胞が補填さ

れ全体として細胞の数が減ることはありません。このように死なない細胞、あるいは死

ににくい細胞は個体にとって非常に重要です。 

では、一体、この死なない、あるいは死ににくい細胞はどのように維持されているので

しょうか？ 

熱力学第二法則ではエントロピーは常に増大する、つまりすべての物は時間とともに壊

れていきます。それに反して、現状を維持し続ける能力は生物特有のものであり、生命

の本質を理解する上で重要な性質です。我々はこの問題の解決に向けて、遺伝情報を担

うゲノムDNAの安定性に注目して研究しています。 

ゲノムは生物のすべてを決める設計図です。しかしその実体であるDNAは紫外線や化学

物質に弱く、また長い糸状構造のため物理的な力に対しても極めて脆弱です。そのため

「死なない細胞」ではこのゲノムを常に再生し安定に維持していく必要があります。 

我々はこれまで、このゲノムの再生による若返り機構の研究をして来ました。その成果

としてある生き物を６０％も長生きにすることに成功しました（面白そうでしょう！） 

興味のある方は是非、細胞遺伝のポスターの前にお越し下さい。 
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